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札幌大学教職員組合ニュース 

No.18 2021 年 5 月 1 日 札 幌 大 学 教 職 員 組 合 書 記 局  発 行  

組 合 事 務 室 は１ 号 館 ２ 階 １ ２ １ ０ です。 Ema i l ： su . t radeun ion@gma i l . com 

新型コロナウイルス感染蔓延に伴う要求と 

期末勤勉手当等の支給に関する要求を提出 
 

北海道の新型コロナウイルス感染蔓延状況に対する要求書を提出 

周知のように、政府は変異型の増加に伴う感染状況の深刻さから、大阪府と京都府、兵庫県、そし

て東京都も加えた４都府県へ３回目の緊急事態宣言を発令しました。北海道も４月に入ってから、変

異型の拡大もあって新規感染者数が増加傾向にあり、ついに人口１０万人あたりの１週間の新規感染

者数が北海道で「１５人」、札幌市では「２５人」を超えたため、国へ蔓延防止等重点措置、もしくは

緊急事態宣言の要請を検討し、あわせて「ゴールデンウィーク特別対策」として、４月２４日から「外

出・往来自粛」等の要請が出され、大学へも部活動の休止やオンライン授業の活用による授業実施を

求めています。 

北海道・札幌市からの要請を受けて、本学でも、履修登録者１００人の授業は４月２９日から５月

２８日まで遠隔授業となりました。このような状況下で、教職員組合は、４月３０日、法人に対して、

新型コロナウイルス感染蔓延の対策として、以下のような要求書を提出しました。 

 

２０２１年札労組－８ 

２０２１年４月３０日 

学校法人札幌大学 

  理事長  荒川 裕生 様 

  学 長  大森 義行 様 

札幌大学教職員組合 

執行委員長 佐藤 郁夫 

 

新型コロナウイルス感染蔓延に伴う緊急の要求書 

 

 周知のように、札幌市を中心に北海道も新型コロナウイルス感染症の新規感染者数が急激に増加し

ている。４月２８日には札幌市の新規感染者数は１６８人を数え、今年最多を記録し、感染拡大の程

度はすでに蔓延と言ってもいい状態となっている。札幌大学も、４月に入ってから、毎週のように関

係者からの新規感染者が判明している。 

 このような状況を鑑み、今後の感染拡大の予防のために、札幌大学教職員組合は法人に対して以下

の項目についての回答を要求する。 

記 

１．春学期の授業は、遠隔授業を原則とすることを要求する。ただし、実技や実習型の授業、及び

教員と学生が話し合いにより対面授業の実施を希望する場合は、その限りではない。 

２．新型コロナウイルス感染の対策として「体調不良時等のフローチャート」作成と、そのフロー

チャートを学生と教職員に対して公開することを要求する。 

なお、参考資料として、札幌市内の近隣大学で作成したものを添付する。 
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３．組合が令和２年度における学生への修学支援について問い合わせたところ、令和３年４月１５

日付け札大人第７号文書の「１．慰労金について」において、「現在、事務局において検討中で

ある。」とあった。この検討結果がどうなったのか、開示することを要求する。あわせて、学内

で実施された「ほっかいどう若者応援プロジェクト」の結果について説明することを要求する。 

 

上記について、理事長の署名捺印もしくはサインをした文書による具体的な回答を、５月７日（金

曜日）１８時３０分までに書記長あてに提出することを要求する。 

職場環境の維持・向上、学生対応の観点から緊急を要するため、誠実に対応、回答されるよう強く

要望します。 

以上 

 

 「参考資料」として、要求書と合わせて、近隣にある北海学園大学で出されている「体調不良時等

のフローチャート」を添付しました。 
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期末勤勉手当等の支給に関する要求書を提出 

また、期末勤勉手当と加給金の支給に関する要求書を提出しました。 

 

２０２１年札労組－９ 

２０２１年４月３０日 

学校法人札幌大学 

  理事長 荒川 裕生 様 

札幌大学教職員組合    

  執行委員長 佐藤 郁夫 

期末勤勉手当等の支給に対する要求書 

 

今年度の期末勤勉手当及び加給金の支給について、札幌大学教職員組合は法人に対して以下のよう

に要求する。誠実に対応されるよう要求します。 

 

記 

 

１．年間の期末勤勉手当の支給率を、人事院勧告及び北海道人事委員会勧告と同率の４．４５カ月

とすることを要求する。 

（理由１）期末勤勉手当の支給率を人事院勧告と同率とするのは、法人が平成２４年に一方的に

破棄した旧労働協約に定めてあったものに戻すため。 

（理由２）近隣の同規模私立大学の期末勤勉手当の支給率と合わせるため。 

２．夏季期末勤勉手当の支給率を２．２０カ月、冬季期末勤勉手当の支給率を２．２５カ月とするこ

とを要求する。 

３．期末勤勉手当と合わせて加給金を支給することを要求し、年間の支給率を合計４．５カ月とす

ることを要求する。 

４．加給金については、有期の教職員に対して、期末勤勉手当の支給日と同日に、月額の０．０５か

月分を支給することを要求する。 

 

ついては、５月中旬に団体交渉を開催したいので、上記について、理事長の署名捺印もしくはサイ

ンをした文書による具体的な回答を、５月１０日（月曜日）１８時までに書記長あてに提出すること。

誠実に対応されるよう要求いたします。 

以上 

 

まだまだ新型コロナウイルス感染リスクが高いからこそ、現場の声を組合へ 

冒頭で述べたように、感染しやすいとされる変異型の拡大に伴い、札幌市を中心に北海道も新規感

染者数が急増し、引き続き感染拡大を防ぐための予防措置を取ることが求められます。札幌大学も対

面授業も行いつつ、学生や教職員への感染予防対策の徹底も求められています。 

教職員組合は、本学の持続可能な発展には、そこで働く教職員の健康維持と学生への配慮こそが優

先されるべきであると考えています。そのため、教職員の安全や健康を確保し、職場内の不安や不満

を解消することが、教職員組合の重要な活動の一つと位置付けています。大学への対応等で何か不安

や不満なことがあった場合には、本組合の執行委員等に遠慮なくご相談いただきますよう、どうぞお

願いいたします。教職員組合は、現場で働く教職員の皆さんからの声を団体交渉や要求書を通じて法

人に届けることで、新型コロナウイルス感染による健康被害の防止につなげていきます。 

 


